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さて2月です。雪の日が多いことが予想されます。そこで今月号は、積雪後のバードウォッチ

ングのお薦めです。それも家から歩いて行ける所がよいでしょう。 「えっ、近くにこんな鳥もい

たの」 「こんなにたくさんいたんだ」など、新しい発見がきっとありますよ。 

1 雪のあとは鳥が多い 

正確には、積雪後は鳥との出会いがいつも

より多い、と言った方がよいでしょう。その

理由を自分の経験も含めて考えました。 

1） 理由その 1 一 「雪で丸見え」 

雪が鳥を目立たせます。普段なら保護色

となっている背景が、真っ白なのですから

当たり前です。それに小さな鳥は、猛禽類

対策や採餌の都合上からか、積雪後は群れ

になる傾向がより強いようで、このことも

目立つ理由でしょう。さらに水辺などで

は、雪の重さで立ち枯れの葦も押し倒さ

れ、隠れていた水鳥たちも丸見えです。 

2） 理由その2- 「雪ではらぺこ」 

雪が土の上に落ちている餌を隠してしま

っています。それでなくとも冬真っ盛りの

この時期は、鳥たちは餌不足で悩んでいま

す。より小さな鳥ほど深刻な問題で、1-

2日間ほど餌が採れないと餓死するものも

いるそうです。 

だから、土や藁、あるいは草が顔を出し

ているところ、つまり、少しでも餌のあり

そうな所に鳥たちが集まっています（写真 

1、 2)。このことも「雪のあとは鳥が多

い」理由です。 

3） 理由その3-「飛び立つ距離が短い」 

このことは全くの個人的な経験ですが、 

（写真1) 

（写真2) 

積雪後は、なぜだか、近付いても普段より

飛び立つ距離が短いようです。餌を採る事

に夢中で人間などにかまっておれないのか

も知れません。結果的にいつもよりじっく

り観察でき、 「今日はたくさん鳥が見られ

た」 と感じるのかも知れません。 

ただ、近づけるからといって、むやみに

近づき過ぎないような配慮は当然必要でし

ょうね。 

2 実際のフィールドでは 

年が明けた1月9日、まとまった雪が降り

ました。それで私は、1月ii日の朝は、その

雪が残っている近所の写真 3へ出かけまし

た。理由1-3が頭にあったからです。 

大正解でした。 

この場所だけで、ヒバリ、タヒバリ、ホオ

ジロ、ホオアカ、カワラヒワ、ツグミ、アオ

ジ、カシラダカ、タシギたちが群れになって

いたり、採餌していたりしていました。 

少し歩き回ると、この場所では初めてのオ

オタカとトビがカラスにモビングされて出て

きました。チョウゲンボウの 3 早の 2ペアも

確認し、杭の上に、これも当地で初めてのコ

ミミズクをじっくり見る事ができました。タ

ゲリ22羽も初めてでした。 

また、なぜだか、雪の中の鳥は非常に美し 
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く見えます。見慣れたキジバトの

胸から腹にかけてのハッとするよう

なピンク色に息をのむ思いでした。 

3 探鳥会では 
1月11日には、支部主宰の探鳥

会が 4カ所で行われました。そこ

で、それぞれのリーダーに探鳥会

の様子を伺ってみました。いずれ

もその理由1-3が追認できたよ

うです。 

1） 春日部市・内牧公園探鳥会

から 

「普段隠れていたのが一斉に出てきたと

いう感じです。鳥たちが道案内をしてくれ

るようでした。セッカはこの時期初めてで

す。ジョウビタキ、ツグミも近くでよく見

られました。シメも次から次へと出て来ま

した。タゲリ 8羽も嬉しかった」 

2） 熊谷市・大麻生定例探鳥会から 

「雪のない土手に、カシラダカ、ホオジ

ロ、ツグミなどが群れていました。間近に

見ることができて、カシラダカなどは、頭

の地肌まで見えるほどでしたよ」 

3） 北川辺町。渡良瀬遊水地探鳥会から 

「ベニマシコ、カシラダカ、アオジなど 

（写真3) 

の小鳥類が、進む道に次々と出て来て、な

かなか進めませんでした」 

4） 千葉県・船橋海浜公園探鳥会から 

「海辺なので雪が鳥に及ぼす影響は少な

かったようでした。しかし、雪のため、人

が浜に出ておらず、シギやチドリ類はゆっ

くり見る事ができました」 

どうです。鳥見人にとって、雪はいやだ！

なんて言っていられないでしょう。私は、積

雪後は雪が消えるまで、仕事用の鞄の中に双

眼鏡を忍ばせています。 

2月も雪よ、降れ降れ。 

鰯綴 1996カ99 柊「知肋畷凝謝ciiり議酷綴鷲綴 
日本野鳥の会埼玉県支部 研究部 

199 6/1997年（昨年）冬の「鳥の目から環

境を調べよう！」調査は、130件の回答をい

ただき、66種が観察されました（次ページの

表1）ロ調査にご協力くださった会員各位の

自宅から半径50w以内の 7種の環境における

それぞれの上位5種を、次ページの表2に示

します。更に、前回の冬と今回の全地区の上

位5種を、このページの表 3に示します。 

ヒョドリとメジロは、在地繁殖群に越冬群  

による追加のため、観察の機会が増えたと考

えられます。人工的環境に適応能力の高いム

クドリが、 1 -2階建て住宅地、商業地区、 

工業地区、主に水田の農業地区で上位を占め

ています。この調査期間の冬はツグミの飛来

数が多かったのか、 3位を占めました。 

今年冬に続き、次は 5月10日から7月10日

の間、夏鳥について調査を行いますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 （小荷田行男） 

表3 埼玉県における全地区の上位5種 

調査年 1位 2位 3位 4位 5位 

1995/1996冬 ヒョドリ スズメ ムクドリ キジバト メジロ 

1996/1997冬 ヒョドリ スズメ ッグミ 	ムクドリ メジロ 
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表2 埼玉県における環境別上位5 種（冬鳥） 

環 境 1位 	2位 3位 	4位 5位 
高層住宅地区 ヒョドリ キジバト スズメ シジュウカラ ッグミ メジ

ロ ムクドリ 
1-2階建て住宅地 ヒョドリ 	スズメ ッグミ 	ムクドリ メジロ 

商業地区 ヒョドリ スズメ 

メジロ ムクドリ 
ッグミ シジュウカラハクセキレイ

オナガハシブトガラスハシボソガ

ラスカワラヒワ シメ 
工業地区 ヒョドリ スズメ メジロ ムクドリ シジュウカラキジバト ハクセキレ

イ カワラヒワ 
農業地区（主に畑） ヒョドリ スズメ キジバト シジュウカラオナガモズ 

農業地区（主に水田） ヒョドリ ムクドリ オナガ 
スズメ メジロ ハシブトガ

ラスカワラヒワコサギカ

ワウ 
林業地区 
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記録 

■コクマルガラス 

目科 スズメ目カラス科 

学名 Corvus dauuricus 

英名 Daurian Jackdaw 

1997年11月12日（水）越谷市増林の水田地

帯で、会員の石川光夫さん（吉川市）が、地

上で採餌したり、電線で休んだりしている本

種1羽を発見。11月16日（日）海老原美夫が

ビデオ撮影した。 

最新情報 
日本野鳥の会埼玉県支部 野鳥記録委員会 

■ナベヅル 

目科 ツル目ツル科 

学名 Grus n,onacha 

英名 Hooded Crane 

1997年12月末、行田市酒巻の水田地帯に本

種の若鳥1羽が滞在しているとの情報を得て

榎本秀和幹事、榎本菜摘野さん、榎本秀穂さ

んと逸見娘さんが同月29日（月）に確認、 1 

月4日（日）海老原美夫がビデオ撮影した。 

シベリア南部から中国南東部に分布する本

種は、日本にはまれな冬鳥として渡来。主に

九州地方で越冬するミヤマガラスの群れの中

にいることが多い。 

本県初記録。当委員会作成の県内鳥類リス

ト掲載298番目。 

■マダラウミスズメ 

目科 チドリ目ウミスズメ科 

学名 βrachyraniphus inarmoratus 

英名 Marbled Murrelet 

1997年12月11日付け埼玉新聞によれば、同

月4日（木）戸田市道満の荒川第一貯水池、 

通称「彩湖」で本種1羽を、板橋区在住の本

橋弘邦さんが発見して写真撮影。6日（土） 

までの3日間観察されたとのこと。 

新聞写真からも本種であることは確認で

き、信頼できる資料での発表でもあることか

ら、委員会としては記録することに決定。 

カムチャッカ半島から北日本にかけて分布

し、冬はやや南下する本種は、本県初記録。 

当委員会作成の県内鳥類リスト299番目。 

環境庁編レッドデータブックでは、絶滅の

危険が増大している危急種に指定され、世界

中の全個体数の大部分と考えられる約7, 000 

羽が鹿児島県出水市で越冬し、一部が山口県

熊毛町にも飛来する。 

本県初記録。当委員会作成の県内鳥類リス

ト掲載300番目。 

野鳥観察ハソディ図鑑「新・山野の鳥」 

と「新・水辺の鳥」 ようやく発刊具

全面的に書き換えられました。 

例えぱ「新・山野の鳥」は、フィールドマ

ナーなどを解説した後、図版は「身近な鳥」 

から始まります。続いて「森・林とその周辺

の鳥」「草地の鳥」・・・・「飛んでいる鳥」と分け

られていて、それぞれが更に「スズメ大」「ム

クドリ大～ハト大」「カラス大以上」と、大き

さでも分けられています。 

初めて図鑑を見る人が使いやすいようにと

の工夫です。 

大きさは前と同じ。税込み各550円。 



深谷市仙元山公園 ◇12月 5日、ミヤマホオ

ジロ早 1羽、ビンズイ 4羽、アカゲラ、シ

メ、カケス、カシラダカ、アオジ（新井巌）。 

◇ 12月6日、アカゲラ1羽。コゲラ 4-.-- 5 

羽。仙元山は、ヒョドリとカケスに占領さ

れているような印象だった（後藤康夫・喜

久子）。 

本庄市利根川 ◇12月5日、坂東大橋下流で

カワアイサ 84羽・早 3羽、タゲリ、ノス

リ、オカョシガモ、ハマシギ（新井巌）。 

三郷市江戸川 ◇12月 5日、ガスパイプライ

ン橋下流河川敷の野球グランドでタゲリ43 

羽（岩瀬和志）。 

大宮市丸ケ崎 ◇12月6日、16号バイパス沿

いの田んぼでタゲリ24羽。クワイ掘りの手

伝いをしていたら、すぐ隣の田んぼに降り

ていた（藤原寛治）。 

日高市巾着田 ◇12月7日午前 8時頃、クヌ

ギ林の梢付近にイカルが約100羽飛んでき

て、「キョ、キョ、キョ、キーコー」と賑や 

あけましておめでとうございます。 
（編集部一同にかわって、トラフズクのご挨拶） 

野鳥情報をお寄せください 

希少種に限らず、その場所では珍しいも

のやその時期には珍しいもの、あるいは、 

珍しくはないけれども季節感にあふれた情

報、ちょっと変わった行動など、いろいろ

な情報をお待ちしています。 

明らかに間違いと思われる情報は別とし

て、原則としてお寄せいただいた情報をそ

のまま掲載します。珍しい種類の場合は、 

できるだけ写真や詳しい観察結果なども一

緒にお送りください。 

なお野鳥情報は、正確を期するため、葉

書、手紙、ファックス等の書面にてお寄せ

ください。 

かに鳴いていた。パチパチという音も聞こ

えたので、硬い実もついばんでいたよう

だ。他に、シメ、ジョウビタキ、カワセ

ミ、ツグミ、アカゲラ、カシラダカ、コサ

ギ、モズ（本多滋和・幸枝）。 

東松山市都幾川 ◇11月15日、イカルチドリ 

5羽、クサシギ1羽、イソシギ 1羽、シメ 

10羽、ハイタカ1羽、カシラダカ1羽。ま

た、過去に出会ったことのない鳥に遭遇し

た。姿はヒョドリに似て、足羽はオナガに

似て長い。全体に灰褐色をしていて、くち

ばしは黒。過眼線は太く黒い、下尾筒は薄

い茶褐色または、オレンジ色で 3羽いた。 

◇ 11月22日、イカルチドリ 6羽、クサシギ 

2羽。イカルチドリはほとんど動かず、す

ぐその横でクサシギがさかんに採餌してい

た。イカル1羽、シメ 2羽、カオグロガビ

チョウ（編集部】かご抜けでしょう）3 
羽、◇11月30日、カシラダカ1羽、オオジ

ュリン1羽、カワセミ 1羽（後藤康夫）。 

表紙の写真 

力ワラヒワ 

特集記事に合わせたわけではないけれど、 

大雪の翌日、狭山市の智光山公園に出かけま

した。人がほとんどいなくて静かでしたが、 

ついでに野鳥もあまりいませんでした。 

探し歩いているうちに、雪の中から草がの 

（アトリ科） 

ぞいているところに、ホオジロ類とシジュウ

カラ、カワラヒワなどが集まっていて、近く

の池ではカワセミがダイビングをくりかえし

ていました。何かいいことがあるものです

ね。 	 蟹瀬 武男（浦和市） 
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隠衝葡国藤霧ニ「 圏 
期日：2月8日（日） 

集合】午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：和田、森本、中島（章）、石井（博）、倉

崎、松本、中里、高橋 

見どころ：枯れ野に冷たい風が吹き、冬の厳

しさが最も感じられる時季です0 鳥を

見ながらの耐寒訓練はいかがですか。 

心身ともに引き締まること請合いで

す。防寒準備は充分にしてご参加くだ

さい。 

顧，市。狭山湖探鳥套 

期日：2月11日（水・祝） 

集合】午前9時10分 西武線西武球場前駅前

交通【西武狭山線西所沢＆59発に乗車 

担当】長谷部、石井（幸）、小野、中村 

（祐）、山本、久保田 

見どころ】森の中から聞こえてくる物音や地

鳴きは？ 注意してルリビタキやシロ

ハラを探しましょう。湖ではカンムリ

カイツブリが五分咲きくらいの夏羽か

な。堤防の上は特に冷えるので寒さ対

策をお忘れなくどうぞも 

圏夏「hら丸I:tLA1L 憂翻 
期日 2月11日（水。祝） 

集合】午前7時30分 丸山公園北口駐車場

交通】JR高崎線上尾駅西口4番バス乗り場よ 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

り西上尾車庫行（畔吉経由）7:07発に

て「前原」下車、徒歩約10分 

担当：岡安、阿久沢、浅見（健）、永野 

（安）、永野（京）、浅見（徹）、大

坂、高、宇原 

見どころ：公園とその周辺に点在する雑木林

を巡り、荒川の河川敷にも足を伸ばし

ます。昨年はアトリとイカルの群れが

出現しました。それにオオタカを期待

しましょう。寒い朝の早起きは、三文

の徳まちがいなし。 

匿愚ボー受露郵鷲の森探夏翻 
期日】2月14日（土） 

集合：午前9時 JR宇都宮線土呂駅東口、ま

たは午前9時20分市民の森入口前（土

呂駅東口より徒歩約5分） 

担当：工藤、欄庭、藤原（寛）、浅見 

（徹）、森、松永 

見どころ】年々開発が進むフィールドです

が、芝川のバンやカモたち、アシ原の

オオジュリン、斜面林の冬の小鳥たち、 

たんぽのタヒバリ等は元気に頑張って

ますよ。励ましにお出かけください。 

慶駿』息 鷲発沼0xI I探罵合（要予翻 
期日】2月14日（土） 

定員に達しましたので締切りました。 

臨通璽に武蔵妊陵縁林公圏探鳥翻 

期日】2月15日（日） 

圏 
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集合】午前9時40分 森林公園南入口前 

交通】東武東上線森林公園駅下車、森林公園

南口行き9:17発バスに乗車、終点下車

費用】入園料390円（子供80円） 

担当」内藤、岡安、藤掛、青山、島田、喜

多、後藤 

見どころ【ここのベストシーズンは 2月で

す。鳥種が最も多く観察されていま

す。それにアフターは、千本近い紅梅

白梅の下で持参の花見の弁当を広げま

せんか。梅祭り（ひ甘酒のサービスもあ

るはず。 

翻 
期日；2月巧日（日） 

集合】午前9時 JR高崎線深谷駅南口ロータ

リ 

担当】小池、町田、小測、小野沢、倉崎、 

堀、松本 

見どころ：キクイタダキ、ビンズイ、シロハ

ラの越冬地として知られています。そ

れに昨年はミヤマホオジロが久しぶり

に出現してくれて賑わいました。 

岡二志へ三」，ト園区定例探驚響 

期日】2月巧日（日） 

集合】午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ、または午前 

9時 浦和市立郷土博物館前 

後援】浦和市立郷土博物館 

担当】楠見、福井、手塚、伊藤、渡辺（周）、 

笠原、倉林、若林、岡部、兼元、森 

見どころ】最近2年間の2月の探鳥会は雪や

雨で中止。今年こそ素晴らしい探鳥会

になって欲しい。タゲリやカモたちも

勢ぞろい。梅の香ただよい、足元には

可憐なオオイヌノフグリやホトケノザ

が咲いている。早春の見沼たんぼへ！ 

鷺薫見事 柳瀬揖探鳥鴛 

期日】2月15日（日） 

集合】午前9時 東武東上線柳瀬川駅東口前

担当】高草木、佐久間、石井（幸）、志村、 

中村（治）、神場、中村（祐）、荒 

木、下川、村上 

見どころ：カモ軍団が採餌と集団見合いの真

最中。中洲のタシギ、田圃のタゲリが

旅立つ前にもう一度会っておこう。カ

モの仲間を楽しみながら覚えるゲーム

も用意しています。 

r 園 
期日】2月21日（土） 

集合】午前9時30分 JR高崎線横川駅前 

交通】JR高崎線（各駅停車）大宮7:12→高崎 

8:33着、または上越新幹線谷川375号

上野7:46→大宮8:08→高崎＆36着にて

乗り継ぎ、高崎＆40→横川9:13着 

解散】午後1時ごろ、裏妙義国民宿舎前にて

担当】松井、中島（康）、小林、楼庭、新堂

見どころ：もちろんお目当てはイヌワシ。出 

るか出ないかはイヌワシ君のご機嫌し 

だい。雪道を片道5 km歩きます。防寒 

と滑 剃でお出かけください。 

注意】国民宿舎が改修工事中でトイレが使用

できません。 

暦． 
期日】2月22日（日） 

集合】午前 8時30分 東武野田線東岩槻駅

前、または午前9時 岩槻公園特急き

ぬ号展示場横駐車場 

交通】東武野田線大宮＆12発、または春日部 

8:21発にて東岩槻下車、徒歩で現地へ

担当：中村（栄）、中島（康）、吉安、橋 

口、玉井、入山、松永 

見どころ：初登場の探鳥地第1弾！ 岩槻・ 

槻ノ森の二つの公園とその周辺を歩き

ます。山野の小鳥、水辺の鳥が楽しめ

ます。どんな鳥たちかは当日のお楽し

みとして、多数の参加をお待ちしてい

ます。 

騰松山而，物見J土I探鳥鋼 

期日】2月22日（日） 

集合】午前9時30分 物見山駐車場（峠を越

えた右側） 

交通】東武東上線高坂駅西口より、東武バス 
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鳩山ニュータウン行き＆56、 9:12発に

て「大東文化大学前」下車、徒歩約5 

分（バス進行方向へ峠を越えます） 

担当】榎本、岡安、内藤、藤掛、立岩、志村 

見どころ：春のさきがけ探検隊。まだ寒い日

があるけれど、自然の営みは春に向け

てとっくにスタンバイ。野辺を歩く散

歩コースで春が幾つ見つかるかな？ 

陣日 、l篇州三 圏 

期日：2月25日（木） 

集合】午前9時20分 彩湖グリーンパーク駐

車場 

交通：京浜東北線南浦和駅西口3番バス乗り

場より8:45発下笹目行き（武蔵野線武

蔵浦和駅8:53発）にて彩湖道満グリー 

ンパーク下車 

担当・襖庭、松井、中村（栄）、藤掛、志

村、高 

見どころ：初登場の探鳥地第2弾！ しかも 

平日探鳥会です。県が道満地区に作っ

た大きな調節池が「彩湖」です。池で

の水鳥、周辺での小鳥、そして空にワ

シタカをみんなで探しましょう。 

~ 

とき：2月28日（土）午後1時～2時頃 

会場：支部事務局108号室 

案内】久しぶりに地図でご案内ができまし

た。場所がわからないのでと思ってい

らした方、是非お出かけください。封

筒に宛名シールを貼って、会報『しら

こばと』を詰める作業ですが、会員と

会員を結ぶ大切な仕事です。 

年末講演会 蒲谷鶴彦さん 

慶り汝曲援製盤鳶堕り‘一葺当島」一一舞 麗
期日：2月28日（土）~3月 1日（日） 

定員に達しましたので締切りました。 

験勲堕一整をブ墾公国二」護ー磐舞超墨翻 
期日】3月 1 日（日） 

集合：午前9時15分 浦和駅西口バスロータ

リ15番バス停付近、集合後9:23発 

「大久保浄水場」行きバスで「諏訪前

橋」下車 

担当：海老原、福井、楠見、伊藤、小林、倉

林、笠原 

見どころ：鴨川の水鳥たちを観察した後、子

供の森へ。あまり歩き回らずに、ゆっ

くりと座り込んで、カラ類、キツツキ

類、シメなど、鳥の方からよってくる

のを待つことにします0 携帯椅子や敷

物をご用意ください。 

騨 

讐遊世一＝愛三卿擾露蔦翻 
期日：3月1日（日） 

集合：午前9時10分 秩父鉄道寄居駅南口

交通：秩父鉄道熊谷8:23発、または東武東上 

線川越7:55発（小川町乗継ぎ）にて寄 

居下車 

担当：小池、町田、林（滋）、中島（章）、 

井上、松本、後藤 

見どころ：荒”にカワセミとヤマセミ、桜並

木でウソ、鉢形城堆でルリビタキなど

楽しい夢が見られるようにみんなで探

しましょう。河原を歩きますので足ご

しらえはしっかりと。 

翻 
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ifl 16 U綴暴罵霧裏:  
カワウ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ

コガモ オナガガモ ハシビロガモ ヒドリガモ

オオタカ キジ バン イソシギ タシギ ユリ

カモメ セグロカモメ キジバト カワセミ コ

ゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ

モズ ヒバリ ジョウビタキ ツグミ シジュウ

カラ メジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ

シメ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（37種）NHKのふるさとリ

ポーター長谷川美智子さんが、探鳥会の様子をリ

ポート。翌朝の放送で、カワセミやアオサギの様

子が話された。その感激の声を励ましに頑張ろう

と思う1日だった。 

潟葉 

9難 毎I 鷲麟鶏藤 
オオミズナギドリ カイツブリ ハジロカイツブ

リ カワウ ウミウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガン ヒシクイ ハクガン サカツラガン

オオハクチョウ コハクチョウ マガモ カルガ

モ コガモ オカョシガモ ヒドリガモ オナガ

ガモ ハシピロガモ ホシハジロ キンクロハジ

ロ ミコアイサ トビ オオタカ ハイタカ ノ

スリ ハイイロチュウヒ チュウヒ ハヤブサ

チョウゲンボウ キジ オオバン タゲリ ユリ

カモメ セグロカモメ オオセグロカモメ ウミ

ネコ キジバト コゲラ ハクセキレイ セグロ

セキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ イソ

ヒョドリ ウグイス シジュウカラ ホオジロ

カシラダカ ミヤマホオジロ オオジュリン カ

ワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（59種）第1日目、佐潟は

雨の中。ミヤマホオジロやハイイロチュウヒを見

られたが、タ方1000羽以上のコハクチョウが沼を

目指して帰ってくるところが圧巻だった。第2日

目、福島潟ではオオヒシクイは数百羽、珍鳥のハ

クガンとサカツラガンが1羽ずつ見られた。参加 

者の多くが初めて見る鳥も多く、非常に盛り上が 

りを見せた探鳥会だった。 	（中島康夫） 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ .マガモ カルガモ コガモ オナガガモ ハ

シビロガモ トビ チョウゲンボウ イカルチド

リ イソシギ ユリカモメ キジバト カワセミ

アオゲラ コゲラ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ ビンズイ タヒバリ ヒョドリ

エナガ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシブトガ

ラス（34種）入間川は工事のため鳥が少なく盛り

上がりに欠けるが、カワセミが出るとみんな一時

的に元気になる。稲荷山公園では、アオゲラとビ

ンズイがよく見られた。冬鳥たちはみな揃ってい

る頃と思ったが、暖冬のためか種類も数も少なめ

だ。 

赤塚義正、荒木恒夫、海老原美夫、大坂幸男、尾

崎甲四郎、佐久間博文、篠原東彦、島田恵司、島

田沙織里、志村佐治、田中久美子、玉井正晴、中

村治、藤掛保司、藤野富代、前沢明男、増尾隆、 

松井昭吾、百瀬修、谷津弘子、山口静江 

墨」善 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ 

ギ マガモ カルガモ コガモ ョシガモ オカ

ョシガモ ヒドリガモ オナガガモ ミコアイサ

カワアイサ トビ ノスリ ハヤブサ チョウゲ 

ンボウ ウズラ イカルチドリ タゲリ ハマシ

ギ ユリカモメ キジバト カワセミ ヒバリ 

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ 

ョドリ モズ ツグミ メジロ ホオジロ オオ 

ジュリン カワラヒワ スズメ ムクドリ オナ 

9麟“ ~i盛  
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ガ ハシボソガラス ハシブトガラス（41種）風

が強かったが、スカッ晴れ。カモ類もショベラー 

君のみが外出中で、カワアイサもミコアイサも確

認できた。ツグミ、タゲリなどの冬鳥たちやワシ 

・タカもノスリ、ハヤブサなどを全員でウォッチ

ング。いつもなら「モーニングコ～ル」のチョウ

ゲンボウが新坂東大橋の橋脚で「お疲れ様」のエ 

ールを送ってくれ、満足満足。 （町田好ー郎） 

舞月7日（異、 北本市 石戸宿 

i勃ロ：B7ス． 天気

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ キジ クイナ バン キジバト カ

ワセミ アオゲラ アカゲラ コゲラ ハクセキ

レイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ

ウグイス ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒ

ワ ベニマシコ シメ スズメ ムクドリ カケ

ス ハシボソガラス ハシブトガラス（35種）双

眼鏡にとらえた鳥のほとんどがシメとツグミ！! 

こんな光景は初体験。間近で見られた虫コブをつ

つくコゲラ、エゴの実を食べるヤマガラ、ムラサ

キシキブをついばむメジロの姿も印象的。 ‘‘自然 

のすばらしい演出”を体感。 	（岡安征也） 

カワウ タイサギ コサギ アオサギ カルガモ

コガモ オナガガモ チョウゲンボウ コジュケ

イ タゲリ タシギ ユリカモメ セグロカモメ

キジバト カワセミ ヒバリ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ アカハラ ツグミ ウグイ

ス シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダ

カ アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクド

リ オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(38種）もどってきた冬鳥たち。鉄塔に止まるチ

ョウグンボウ。最後に間近で見たカ．ワセミ。曇空

で無風。そして冬。 「鳥がたくさん見られる」予

想どおり次々と鳥が出て、年末のあわただしさを

忘れさせてくれた1日だった。 （手塚正義） 

i. 12知3日（士）滑川瞬武凝護霧課灸薗”、 

t 参加・60人 天気】1知肖  ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ 

ギ マガモ カルガモ コガモ ョシガモ オカ  

ョシガモ ヒドリガモ オナガガモ ホシハジロ

キンクロハジロ スズガモ コジュケイ キジバ

ト コゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ジョウビタキ エナガ ヒガラ

ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ カワラヒワ スズメ ムクド

リ ハシボソガラス ハシブトガラス（36種）マ

ラソンとクロスカントリーの大会で人が多くて賑

やかなうえ、今年の暖冬のため（?）冬鳥の種類、 

数ともに少なくて残念。山田大沼にいたョシガモ

とオカョシガモに救オっオ1.た感じ。林に雪の様にふ

んを降らせたカワウの美しいヒスイ色の眼を全員 

で観賞した。 	 （岡安征也） 

カイツブリ カワウ コサギ アオサギ コハク

チョウ マガモ カルガモ コガモ オナガガモ

ホシハジロ トビ ハイタカ ノスリ キジ バ

ン オオバン イソシギ キジバト カワセミ 

アカゲラ コゲラ ヒバリ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョ

ウビタキ ツグミ ウグイス セッカ シジュウ

カラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（42種）下見では例年見

られる冬鳥が見当たらない。出現鳥の数を心配し

ながらのスタートだったが、雑木林でアカゲラ、 

シメ、ハイタカ等が出て、終わってみれば42種。 

でも、明戸堰のカモ類の数が少なく、何かさびし 

い今シーズン。 	 （和田康男） 

日（水）ン剛 16fl 武蔵丘陵護森奏粛

参加 35メ、 天気と製 ％ 

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ ョシガモ オカョシガモ ヒドリガ

モ オナガガモ ホシハジロ キンクロハジロ

コジュケイ キジバト カワセミ コゲラ ハク

セキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ウグイス ヒガラ シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ アトリ

カワラヒワ シメ スズメ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（34種）鳥の種類は34種。しかし鳥

の数は非常に少ない。冬鳥のカモ類、カシラダカ、 

アトリ、シメ、アオジ等も少なく感じた。なぜだ 

ろうか？ 	 （捜庭 勇） 

、
ーブ
 

日
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働ナベヅル保護の活動 

行田市内で越冬中のナベヅルについ了、1 

月4日（日）に和田康男幹事と海老原美夫副

支部長が現地調査をしたところ、近くでカモ

猟が行われており、発砲音が響く度に、ナベ

ヅルが警戒している様子が見えました。 

現地は銃猟禁止区域外であり、適法な手続

きをしたハンターであれば、銃猟ができる地

域ですが、松井昭吾支部長、中島康夫副支部

長と協議の上で、支部として、県庁自然保護

課野生生物係と各新聞社に、 

1，誤射しないように注意すること。 

2，法的規制はできないが、付近での発砲を

自粛すること。 

を呼びかけるように協力を依頼しました。 

結果として、県庁からは「関係団体に要請

する」との回答を得て、一方では1月12日付

け埼玉新聞社会面トップ記事でとり上げられ

るなどの成果がありました。 

弓は続き、なにか情報がありましたら、支

部事務局にご連絡いただけますように、会員

の皆様のご協力をお願いします。 

O12チャンネルテレビの取材に協力 

埼玉県提供で毎週土曜日午前9時から30分

間放送されている「さわやか彩の国」という

番組で、野鳥をテーマに埼玉の自然を紹介し

たいとの協力依頼があり、企画段階から協力

しました。 

松井昭吾支部長が昭和池の野鳥を紹介する

場面や、 1月11日の大麻生の探鳥会などが収

録され、1月31日に放送される予定です。 

園バードソン1 998 

昨年に弓は続いて「里山の自然と野鳥を守

る」をテーマに、今年は5月10日（日）、ノf 

ードウィーク初日に開催。ルールを分かりや

すくして、気軽に募金できるようにします。 

当支部では、新チームを結成して参加しよ

うと、橋口長和幹事を中心に、現在準備中で

す。ご協力をお願いします。 

O鳥類生息分布全国調査 

1978年に野鳥の会が環境庁から委託をうけ

て、自然環境保全基礎調査一鳥類繁殖分布調

査が、全国の会員の手で実施されました。 

それから20年がたち、今回は種の多様性調

査ー鳥類生息分布調査として、同様な調査が

実施されることになりました。埼玉県支部も

参加準備が始まっています。 

働関東ブロック協議会を開催 

関東9支部の代表の話し合いの場、関東ブ

ロック協議会の今回の担当は当埼玉県支部。 

2月7日（土）8日（日）の2日間、狭山市

内で開催します。 

O2月の事務局予定 

1日（日）普及部会議。 

11日（水。休日）役員会議。 

14日（土）編集会議、研究部会議。 

21日（土）校正作業。 

28日（土）袋づめの会。 

O会員数は 

1月5日現在2, 943人です。 

12月6日（土）普及部会議。 

12月13日（土）編集会議、研究部会議。 

12月15日（月）12チャンネル番組制作ディレ

クターとの打ち合わせ（海老原）。 

12月20日（土）21日（日）校正作業（海老原

美夫、喜多峻次、喜多蒲生、桜庭勇）。 

12月21日（日）役員会議（司会：橋口長和、 

評議員会‘バードソン・関東ブロック協議

会 ホームページ開設・その他）。 

1肩 集 そ麦 言己 

長い間自然に遊んでもらってきたけれど、 

そろそろ何か恩返ししなきゃいけないかな、 

なんて考えるようになったのは、年のせいで 

しょうか？ 	（たまにはまじめなことを書 

けと編集長に言われましたので・・・・みどり） 
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